
白
然

の
力
と

先
人

の
難
意
を

現
代
甕
療
に
…

名
源
が
明
か
す

「漢
方
医
療
」
０

す
べ
て

東
洋
医
学
を

極
め
た
！
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診
療
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

西
洋
医
学
と
東
洋
医
学
の
融
合
。

両
医
学
の
特
性
を
生
か
し
た
、

高
度
な
肉
害
の
医
療
を
目
指
す
。

爆
発
的
な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
澪
知
症
に
も
、

独
自
の
漢
方
療
法
を
模
索
す
る
。

患
者
さ
ん
を
治
し
た
い
１
１
。
こ
．の
一
念
か
■
、
専
門
の
種
環
器
内
科
以
外
の
科
書

を
機
構
的
に
学
び
、
灘
方
は
■
本
最
育
‐の
診
療
所
で
研
職
す
う
。
本
格
濃
力
と
ｔ
て

ユ
キ
ス
剤
、
生
藤
末
、
煎
ぜ
薬
を
適
宣
に
使
い
分
け
る
は
か
ヽ
職
療
効
果
を
高
め
、

す
み
ゃ
か
一な
軽
快
ｏ
治
癒
を
は
か
る
新
し
い
処
方
に
ヽ
挑
戦
。

・も
、
治
せ
な
い
患
者
さ
ん
が
い
た
…
…
。

研
織
を
積
む

若
葉
フ
ァ
ミ
リ
ー

常
盤
平
駅
前
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
る
の
は
、
千
葉
県
松
戸
市
常
盤
平
３
Ｔ
日
。
そ
の
名

の
通
り
、
新
東
成
線

「常
盤
平
駅
」
の
南
日
か
ら
徒
歩
１
分
、
セ
プ
ン
タ
ウ
ン
常
盤
平
店
３
階
に
あ
る
。

３
階
は
国
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
歯
科
、
限
科
、
耳
鼻
科
、
小
児
科
な
ど
が
入
っ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー

ル
に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
フ
ロ
ア
全
体
で
総
合
病
院
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
だ
。

原
田
先
生
は
日
本
医
科
大
学
医
学
部
を
事
業

（同
窓
会
賞
受
賞
）、
同
大
学
第

一
病
院
外
科
、
外
国
船
籍
船
医
、

人
丈
島
医
療
、
さ
ら
に
は
東
京
大
学
医
学
部
第
二
内
科
、
東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
日
本
心
臓
血
圧
研
究
所

（現
・

心
麟
病
セ
ン
タ
ー
）
、
榊
原
記
念
病
院
を
経
て
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
て
助
教
、
内
科
指
導
医
を
勘
め
た
。

２
０
０
４
年
に
東
京
大
学
医
学
部
大
学
院
を
終
了

（医
学
博
士
、
医
学
部
総
代
）
し
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

で
の
研
究
留
学
も
内
定
し
た
が
、
結
局
２
０
０
８
年
に
現
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
し
た
。
臨
床
医
と
し
て
の
道
を
選

択
し
た
結
果
だ

っ
た
。

「東
洋
医
学
と
の
最
初
の
接
点
は
、
医
学
生
の
こ
ろ
、
現
日
本
医
科
大
学
東
洋
源
学
科
教
授
の
高
橋
秀
実
先
生
が
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
有
志
１０
人
く
ら
い
で
構
成
さ
れ
、
週
１
回
１



年
間
ほ
ど
続
き
、
東
洋
医
学
の
考
え
方
に
つ

い
て
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
手

漢
方
製
薬
メ
ー
カ
ー
の
工
場
見
学
に
も
参
加

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
を

聴
講
し
、
『東
洋
に
は
、
西
洋
と
は
違
う
成

熱
し
た
医
学
が
あ
る
の
だ
な
』
と
感
銘
を
受

け
ま
し
た
」

ち
な
み
に
西
洋
医
学
と
は
、
欧
米
で
発
展

し
た
医
学
で
、
日
常
我
々
が
病
院
で
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
現
代
医
学
の
こ
と
だ
。

一
方

東
洋
医
学
と
は
本
来
、
申
国
、
イ
ン
ド
、
ア

ラ
ブ

・
イ
ス
ラ
ム
圏
で
発
祥
し
た
医
学
の
総
称
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
東
洋
医
学
と
は
、
″中
国
医
学
″
と
、

そ
れ
が
伝
来
し
我
が
国
で
発
展
し
た

ク漢
方
医
学

″を
指
す
こ
と
が
多
い
。

大
学
事
業
後
、
先
生
は
研
修
医
と
し
て
ま
ず
西
洋
医
学
の
世
界
に
没
頭
す
る
。
そ
の
先
生
が
東
洋
医
学
を
学
ぶ

キ
ッ
カ
タ
に
な
っ
た
の
は
、
″治
せ
な
い
患
者
さ
ん
″
が
い
る
と
い
う
現
実
に
気
づ
い
た
こ
と
だ

っ
た
。

「大
学
病
院
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
民
間
病
院
で
も
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
患
者
さ
ん
が
来

院
し
ま
す
。
す
る
と
、
特
定
の
専
門
知
識
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
私
は
周
辺
他
科
と

い
っ
て
い
ま
す
が
、
西
洋
ほ
学
の
範
囲
で
専
門
以
外
の
領
域
ま
で
勉
強
す
る
必
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
」

消
化
器
、
呼
吸
器
、
糖
尿
病
、
腎
臓
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
精
神

・
心
療
内
科
、
小
児
科
、
皮
膚
科
…
…
。
治
療
に

活
か
す
た
め
、
先
生
は
こ
れ
ら
の
周
辺
他
科
を
積
極
的
に
勉
強
す
る
。

必
死
で
こ
れ
ら
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
治
せ
な
い
病
気
が
存
在
し
た
。
そ
の

と
き
、
学
生
の
と
き
に
学
ん
だ
東
洋
医
学
が
ひ
ら
め
く
。

罵
西
洋
医
学
の
未
解
決
領
域
を
、
東
洋
医
学
で
隙
間
を
埋
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
』
と
ひ
ら
め
い
た

の
で
す
。
当
初
は
、
本
な
ど
で
漢
方
を
勉
強
し
な
が
ら
実
践
し
て
み
ま
し
た
が
、
独
学
で
は
患
者
さ
ん
の
症
状
と

治
療
が
マ
ッ
チ
し
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
経
験
し
ま
し
た
。
い
ま
に
し
て
思
え
ば
未
熟
で
し
た
」

そ
ん
な
折
、
東
京

・
八
重
洲
に
あ
る
金
置
会
診
療
所
で
研
修
を
す
る
機
会
を
得
る
。
同
診
療
所
は
創
立
約
６
０

年
の
日
本
最
古
の
漢
方
専
門
診
療
所
で
、
大
塚
歌
節
先
壷

（故
人
）
が
開
設
さ
れ
、
山
田
光
胤
先
生
ら
高
名
な
先

生
方
が
診
療
さ
れ
て
い
る
。

大
学
病
院
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
そ
こ
で
門
下
生
と
し
て
専
門
研
修
を
始
め
た
こ
と
が
本
格
漢
方
の
ス
タ
ー
ト
に

な
る
。
中
国
の
古
典
『傷
寒
論
』
金
鷹
要
略
』
千
金
方
』
外
台
秘
要
』
や
、
日
本
の
古
典
『薬
徴
』
『類
衆
方
広
義
篭
腹

証
奇
覧

（翼
通

『量
漢
医
学
』
な
ど
を
違
じ
て
、
先
哲
名
医
の
口
識
に
触
れ
、
処
方
の
編
み
方
や
腹
診
法
、
生
薬

に
つ
い
て
学
び
始
め
た
。
漢
方
専
門
医
と
な
っ
た
今
も
な
お
診
療
所
所
苺
の
山
田
事
弘
先
生
の
元
で
研
鑽
を
続
け

原田管油先生


